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　　　　　　　　　　　　大ヂレンマの時代1

　去1936年11月，米國ヰノレソン山天文豪のボブル（E．B．　Hubble）氏は英國オ

クスフオド大學に：招かれ，セシルロ1ズ紀念講演をした．演題はObserva－

tional　APP「oach　to　Cosmology（齪測より見たる宇宙構造論），つまり通俗に言へ

ば，宇宙の大きさと構造を論題としたも

ので，氏は過去20年來，250糎により星

霧を專問に研究してみる人であるから，

宇宙構造の最も魅力ある多くの材料を取

り扱ひ得る人なのだが？中にも，かの多

くの銀河外丁丁がスペクトル線の攣移し

てみる事實を基礎とし，判れが，ルメイ

トルLemaitre師の提唱したL宇宿膨張

論「によるものか，又は凹く異る學理に

よるものか，此の2説の何れかに麟すべきを指摘した．

　此の2設を決定するためには，全宇宙室間に於ける天罷の分布を調査すべ

きではあるが，實は上記のスペクトル丁丁のため，遠いものほど光度が弱く

なってゆく．從って，こうした観測事實から見ると，

　　1）遠方のものほど星霧の敬が少いのは，スペクトル攣移による光度の

減少によるもので，隔れは，星霧の室間密度が均等なることを示す．

　　2）若しスペクトル攣移が宇宙の膨脹を意味するものならば，更に其の

　ための光度減少を修正しなければならないから，つまり，星崎は遠方ほど

室聞密度が増大する結果となる．

　帥ち，
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　（A）若しスペクトル墾移が宇宙の膨脹によるものならば，吾が宇宙の牟

径は僅々5億光年の程度となる．

　（B）若しスペクトル攣移が星霧の覗線速度を意味しないならば，吾々は

未だ何か知らない宇宙原理があることNなる．

　帥ち，今や吾人は，400年薗の，地動説か天動論かの論判時代の如く，宇

窃構造に關して，小宇宙か，新原理かといふ大ヂレンマの時代に遭遇しつN

あると言ふべきであると，ボブル氏は結んだ・

　　　　　　　　　　　　　成層圏の化即成公

　地球を包む室氣の（t氣象圏”TrOposphet’eの上に術ほ“成暦圏”Stratos一一

phereと呼ぶ大氣暦があることは，ひろく知られ，殊に数年來ベルギ1國ピ

カ1ルi教授等が輕氣球に乗って探瞼のため上昇したことにより有名である．

此等の研究により，成層圏の温度や電氣の分布歌態は漸く明瞭になったが，

英國氣象憂のPaneth及E．　Gl菰ckauf雨平等は近頃一輕半球（人の乗らなV・）

を掲げ，成暦湖中のガスの見本を取b寄せて，図れ，の化學的成分を分析研究

した。之れによると，地上18粁までは著しい成分の平野は見出されなVbが，

21乃至23粁の高さに於いてはヘリウム・ガスの分量が著しく増すことが知れ

るに至った．爾ほ，猫國に於V・ても，スト1・ガルト市のE．Regener氏の同

檬な研究により，上記の結果を確めると共に，28粁の高さでは酸素が談乏し

てるることが知られた．又，人の乗った輕氣球によっても，例へば1933年ロ

シヤのProkofiev氏が高さ19粁では室氣の成分に攣異なぎことを見たが，之

れに封し，其の後，米國のStevem，　Anderson雨大尉が22粁まで乗昇した所

では酸素が少しく減じる傾向を見付けた．

　要するに，英露米各國學者は特高さ20杵までは室町の成分に攣異を示して

みないので，之は多分此の高さまでは種々の氣象響動の影響により常に擾齪

されてるる結果であると思はれ，氣象學に軍要な事實であると思はれる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Nat．　3498）

　　　　　　　　　　　宇宙の時間窒間は不連績P！

　米國のL．Silberste｛n博士は1939年初トnント大里での講演中に，吾人が

宇宙を考へる揚合，時聞や室間は，一般の理學者が考へるように連績的なも
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のではなくて，むしろ不僧門なものであると言った．之れはアィンスタィン

氏の相封原理等に矛盾するものであるが，しかし，一面に於いては近年の：量

子論と一脈相通する思想であって，將來爾ぼ深く研究されるべきものであろ

う．シルバスタイン氏は一般相封原理でも今筒ほ完杢に誰明されたわけでは

ないと言ってみる．〔U．of．　Toronto　Studies，（1936）〕

　　　　　　　　　　　　中野氏南洋より露る

　去1936年10月29日横滑港を出帆した東京天文墓の中野三郎氏と井上與一氏

とは，経緯：度槻測のため南洋のトルク島の夏島と，パラオ島のコn1ル島と

で，5日つつ天盤観測をなし，12月25日無事麟着した．之れは昨1935年秋に

宮地氏がヤル1ト島とサイパン島とで行った経緯度の下野であって，大正

4年（1915年）頃に海軍省水路部で行った最初の天罷襯測との比較により，測

地學的に何等かの研究材料を獲ることが目的であると言はれてるる．

　　　　　　　　　　　大宇宙の奥の奥まで

　今まで前後15ケ年間，米國ヰルソン山砦文豪の250糎大反射鏡で，あらゆ

る星霧の窩翼研究をしてみたE。Hubble氏は今同The　Realm　of　the　Nebulae

といふ書物を出した。星霧のことなら何でも此の書物に書v・てある．

1920年頃までは，渦歌星野は銀河の一一・・一一部と考へられ，距離は50000光年の程

度と思はれてるた．一．一一ところが，ハブル氏に豫ると，今日観測し得る最も

微光，EPち最遠距離の二才星霧：は，光度18，5階級距離500，000，000光年であ

る．爾ほ，篇野原板上に，殆んど星のやうに見えてみる21等級の渦歌星置ま

で撮影されてるるが，此等は約1，GOO，OOO，OOO億光年の距離と推定されてるる．

各凹凸は約1000億の太陽から出門て居るが，其の光りは約10億ケの太陽に等

しいものである．

　渦ナ伏星霧は遠V・ものほど大きい速度で吾々から遠ざかり行く其の速度は距

離百萬光年毎に毎秒163粁の割合であって，5億光年の距離では此の速度が毎

秒81500粁となる．しかし，實際は2500萬光年以上の遠距離のものであると，

光が弱くて，分光槻測が不可能であるので，今まで測定された最大速度は牧

夫座に見える三二が毎秒39500粁及び大熊座に見えるものが毎秒420⑪0粁とい

ふレコ1ドである．
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　渦男星霧の距離の研究史上では，新星とセブアイ式黒星と，此の種の攣星

の週期光力法則とが最も大切な資料となった．印ち，米國ロ1エル天文憂の

V．M．　Slipher氏が1914年に先づ若干の二丁丁丁の丁丁速度一覧表を獲表し，

次いで1917年目はアンドロメダ星霧中に1885年以來現はれた多くの新星の表

を報告した．こうした新星が皆極めて微光であることと，硯線速度が大きい

ことから，此等の三二は非常に遠いもので，遙かに銀河以外にあるらしいこ

とが明らかになった．さて，1924年にはハブル氏が大反射鏡による爲眞槻測

によって途に此等星霧を分解して，之れが微星の門門であることを明らかに

し，其の中にセブアイ式の攣星を獲記したことにより，距離の推定に成功し

たのであった．

　次には，此等の回忌を巧みに分類し得たこと，又，高言比fO．6といふ珍

らしv・Raytonレンズ等を使って此等の微光田面のスペクトル訴訟から，祀

線速度が知れて，退去速度の法則が確定した．禽ほfO．35と）・ふR．」．　Bracey

レンズと呼ぶ彊力なカメラが今後用ゐられる筈である．

　ハブル氏の言を借りると，吾入が宇宙の奥に進めば進むほど，盆々大昔の

時代に遡ることになるのであって，例へば，今日最遠距離にある21等級の星

雨の光りが，こちらへ進んで來て，20等級の星心あたりまで來るには銃に，

12000萬年を経過するのであるし，1＆5級の光度の心心あたりを通過するまで

に25000萬年を費すこととなる．

　こうした要領を知っただけでも，宇宙といふものが如何に宏大なものであ

るか1　又，二三が今日知ってみる宇宙が，まだホンの一部分に過ぎなV・も

のであるかとv・ふことである．勿論，ハブル氏の観測し得る星霧：も，20等級

以上になると，光輝が非常に微弱となって，決して思ふやうに徹底した研究

は許されないため，宇宙の本丁の限界などといふものは，實に今未だ不明確

なものに過ぎない．或は，形か？　影か？　分らなV・やうな所まで，つきつ

めてみる有様だと言って好いのである。〔Jeansより〕

　　　　　　　　　　生駒山天文憶物館

とv・ふものが今夏7月から冷々丈墓の近くに建設されることになり，我が東
亜天文亭亭が之れを経写することに確定．去る2月20日大阪に於いて其の
第1同評議員會を開いた．


